
　
徳
山
古
典
芸
能
保
存
会
と
地
元

の
子
ど
も
た
ち
等
に
よ
る
「
徳
山

の
盆
踊
」
が
、
８
月
15
日
（
木
）

に
徳
山
地
区
の
浅
間
神
社
で
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

　「
徳
山
の
盆
踊
」
は
古
歌
舞
伎

踊
り
の
初
期
の
仕
組
み
を
伝
承
す

る
も
の
で
、
動
物
仮
装
の
風
流
が

添
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
地
域
的
特

色
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
62
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
令
和
4
年

11
月
に
は
、
全
国
の
風
流
踊
の
一

つ
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
立
式
を
終
え
て
徳
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し

た
一
行
は
、
愛あ

た

ご

じ

ぞ

う

ど

う

宕
地
蔵
堂
で
「
鹿し

か

ん
舞ま

い

」
「
ヒ
ー
ヤ
イ
」
を
奉
納
し

た
後
、
浅
間
神
社
へ
移
動
。
境
内

に
設
け
ら
れ
た
舞
台
で
女
子
学
生

に
よ
る
ヒ
ー
ヤ
イ
と
、
成
人
男
性

に
よ
る
狂

き
ょ
う
げ
ん

言
が
、
舞
台
の
周
り
で

は
男
子
学
生
に
よ
る
鹿
ん
舞
が
交

互
に
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
飲
食
ブ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

夏
の
夜
を
彩
る
伝
統
芸
能

　 今年から 、「 徳山の盆踊」 に参加し 「 鹿ん舞」

を演じ まし た。 ２ 年ほど前、 旧中川根第一小学校

に通っ ていた頃に徳山の盆踊を体験し たこ と があ

り 、 なんと なく イ メ ージはつい

ていまし たが、 練習で久し ぶり

に綾棒を回し たので初めは難し

かっ たです。

　 本番では、 綾棒を回す際にで

き る だ け引っ かから な いよ う

に、 綺麗に回せるよう に意識し

て取り 組みまし た。 大勢の観客

の前でと ても 緊張し まし たが、

練習通り に、 最後までやり きる

こ と ができまし た。

三ツ星学園 ６ 年生　 中
なか

澤
ざわ

 智
と も

陽
ひ

さ ん（ 徳山区）

綾
あや

棒
ぼう

を綺麗に回し て舞う ために

　「 徳山の盆踊」 に演者と し て出演する のも 今年

で最後の年と なり まし た。

　 今年は、「 鹿ん舞」 の筆頭（ 牡鹿） と し て出演

が決ま り 、 と て も 緊張し ま し た

が、 高く 飛ぶこ と と 声を出すこ と

を 意識し て 練習を 続けて き ま し

た。 また、 下級生たちは、 学校の

授業で棒回し などを経験し たこ と

がある子が多く 、 教えたこ と はす

ぐ に覚えてく れたので、 全員で協

力し 楽し く 練習をするこ と ができ

まし た。 本番では、 練習の成果を

出し 切り 楽し く 取り 組むこ と がで

きまし た。

三ツ 星学園 ９ 年生　 長
は

谷
せ

川
がわ

 新
あら

汰
た

さ ん（ 徳山区）

今年最後の盆踊を楽し く 演じ るために

ユネスコ無形文化遺産登録・ 国指定重要無形民俗文化財ユネスコ無形文化遺産登録・ 国指定重要無形民俗文化財

徳
山
の
盆
踊

徳
山
の
盆
踊

「「 鹿ん舞」鹿ん舞」

こ こにも、 一つの物語。
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～ inte rview  ～

　 小学校６ 年生の頃から「 ヒ ーヤイ 」 に参加し 、

今年で３ 年目を 迎えまし た。「 ヒ ーヤイ 」 では、

扇子の位置や膝の高さ を意識し ながら 、 お囃子に

合わせて歩く スピード を 調整

するこ と に気を つけて練習し

てきまし た。

　 ま た、 下級生の指導では、

強い言葉で注意するのではな

く 、 優し い言葉を かけながら

横に寄り 添っ て一緒に踊っ て

あげるこ と を意識し まし た。

　 本番は緊張や心配も なく 、

いつも 通り に自信を 持っ て取

り 組むこ と ができまし た。

三ツ星学園 ８ 年生　 上
う え

野
の

 真
ま

侑
ゆ

華
か

さ ん（ 徳山区）

いつも どおり に～自信を 持っ て臨む本番～

１ _ 愛宕地蔵堂で奉納さ れた「 鹿ん舞」。 ２ _ 浅間神社へ向かう 一行。 ３ _ 華

麗に踊る「 ヒ ーヤイ」。 ４ _ 成人男性による「 狂言」。 ５ _ 小さ な子どもたち

も鹿ん舞にあわせて一緒に舞う 。 ６ _ 会場を清める「 露払い」。 7 _ 来場者を

魅了し た仕掛け花火。 ８ _ 来場者で賑わう 飲食ブース。

１ ２

３ ４

５ ６

７ ８

徳山古典芸能保存会長　 森
も り

 博
ひろ

士
し

さ ん（ 徳山区）

伝統を守り

次の世代への継承を願って

　「 徳山の盆踊」 は小唄に あ わせて 踊る

「 ヒ ーヤイ 」 と 「 狂言」、 鹿に扮し た若者が

舞う 「 鹿ん舞」 を 交互に演じ るのが特徴で

す。 特に「 鹿ん舞」 はそのユーモラ スでユ

ニーク な様子から 人気があり ます。 昔、 焼

畑農業を 行っ ていた時代に、 山から 出てき

て畑を 荒ら す鹿を 村人が追い払う 様子を 表

現し た踊り で、 五穀豊穣を 願う と 共に白い

鹿に象徴さ れる山の神を 崇め敬う 意味も 込

めら れています。 現在でいう 、 自然と の共

生を 願う と いう 意味です。

　 演者の子ど も たち は、 指導者の言葉を

し っ かり 聞いて、 真面目にそし て元気よ く

練習に取り 組んでく れたので、

全体的にと ても 良い仕上がり

になり まし た。

　 お祭り を大事にし ている

大人たち を 目に焼き 付け

て、 20 年 後30 年 後 に

な っ た 時、 同じ よ う

に自分たち の子ど も

に継承し 、 お祭り を

存続さ せて い っ て

ほし いと 願っ ていま

す。

　 今年から 「 ヒ ーヤイ 」 に参加し まし た。 初めて

だっ たので、 特に足の動き や膝の高さ を意識し な

がら 練習するこ と が難し かっ たです。

　 練習では、 手と 足の動き を

一緒に合わせる こ と を 中心

に、 指導者や上級生たちに教

えても ら いまし た。 初めの頃

は難し く て で き な かっ た け

ど、 上級生が優し く 教えてく

れたので、 楽し く 練習を続け

るこ と ができまし た。

　 本番は、 たく さ んの観客に

緊張し たけど、 自信を持っ て

取り 組むこ と ができまし た。

三ツ星学園 ５ 年生　 長
は

谷
せ

川
がわ

 天
あめ

璃
り

さ ん（ 徳山区）

手と 足の動きを合わせるこ と を意識し て
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